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株式会社フレーベル館様より絵本の寄贈がありました。
「子供に生きる」を理念に、幼稚園や保育園を中心にこう
した活動を続けており、やまびこ学園に寄贈いただくこと
となりました。ありがとうございました！

新年あけましておめでとうございます！旧年中は新型コロナウイルスの影響の中、皆様

より沢山のご支援ご協力を賜り、有難く厚く御礼申し上げます。本年もよろしくお願いし
ます。年末年始はいかがお過ごしでしたか。昨年は自粛ムードでしたが、今年は幾分か賑
やかさを取り戻したことと思います。やまびこ学園においても、感染対策を徹底しつつ
日々の業務に取り組んでおります。各棟での活動の様子をご覧ください♪

年末年始はイベント目白押し♪左側の写真はクリスマスに提供したメニューでデミグラス
オムライス・チキンナゲット・キャベツとベーコンの豆乳スープ・ピーチジュースです。右
側の写真は元旦に提供したおせち料理の写真で、なます・昆布巻・いもあん・かぼちゃ饅
頭・豚の角煮・海老ムース・赤飯・雑煮となっております。どちらも華やかに仕上がってお
り、利用者の皆さんも美味しそうに食べられていました！

ｔ
上段の写真は、お手製の神社へのお参りの様子です⛩今年一年のお願い

をしてきました♪下段は昨年のクリスマス会の様子です。皆さん美味しそ
うにケーキを食べています！

コロナ禍1年間を振り返ってvol.1

以前やまびこだよりで紹介させていただいたクラスターの報告会に伴って、関わった職

員に回顧録のように当時の思いを書いてもらいました。再び感染拡大する中で、過去の経

験を忘れないために、こうした形で紹介していきたいと思います！

一年前、私たちのコロナウイルスに対する認識はまだまだ乏しく、不安ばかりだった。

学園のクラスター発生においては、重症化や死亡例など連日報道される中、次々と同僚

や利用者の感染の知らせが届き、2病棟は報道されている以上に緊張感に満ちていた。

感染した同僚に寄り添えない無力さと自分の身を案じるジレンマの間で、何が出来ると

いうではなく、ただ病棟の業務に従事し、擦り減っていくだけの毎日が過ぎていった。

誰もが疲弊していく中、沈んでいく気持ちを救い上げてくれたのは理事長だった。「こ

ういうときは、情報をしっかり共有することが大事」と、自ら病棟へ足を運び、コロナ

手当支給による経済的支援や、やまびこ学園の現状を職員へ説明する姿は、リーダーと

して、とても頼もしく思えて安心した。また、大晦日、ホテル隔離生活をしている職員

に対して、理事が炊き出し弁当を持たせてくれたことも忘れられない。折れかけた心が

支えられた。

中 略

コロナ終息後、私たちは何をすることが出来るのだろうか。理事長や理事が、コロナ

クラスターの混乱の中、自分のことは後回しにして、職員に寄り添った姿は、「利用者

に寄り添う医療」そのものを示していたように思える。今こそ医療福祉の原点に立ち帰

り、利用者目線でのケアサービスの提供を行っていけるよう気を引き締めていきたい。


